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磁束量保存と磁気雲の軸方向長さについて

Helical lengths of magnetic clouds from the magnetic flux conservation
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本発表では、太陽活動領域中と磁気雲中での磁束量保存から決定された、磁気雲の軸方向の長さについて述べる。
コロナ質量放出によって、系内空間へと放出されたコロナ磁場は、磁気雲と呼ばれる磁場構造として地球近傍で観測

され、磁気嵐などの原因となる。地球近傍での衛星観測により、磁気雲の断面の構造は、線形フォースフリー磁場で近
似できる事が分かっている。ただ、観測点の少なさの為、磁気雲の全体像を、観測から決定する事は困難である。現在、
磁気雲の全体像として、系内空間で閉じているトーラス型と、太陽大気に磁気雲の根元を持つシリンダー型、の 2種類
が考えられている (e.g., Marubashi & Lepping, 2007)。これらのモデルについて、定性的な理由はいくつか提案されている
が、定量的にどちらかをサポートする結果は得られていない。
磁気雲の定量的な研究として、いくつかの先行研究 (e.g., Leamon et al. 2004)では、磁場のねじれの程度（磁気ヘリシ

ティ）を、太陽大気中の活動領域と磁気雲中で比較している。これらの研究では、磁気雲の軸の長さとして太陽地球間
の距離 (2AU)を仮定している。得られた結果として、いずれも磁気雲中での磁場のねじれが大きく、問題の一つとなっ
ている。
本研究では、磁束量保存の観点から、磁気雲中のポロイダル磁場の磁束量が、対応する活動領域中のトロイダル磁場、

あるいはポロイダル磁場の磁束量以下であると考え、磁気雲中でポロイダル磁場が存在する軸方向の長さの最大値を求
めた。結果、0.013–7.9 AU、という長さが得られた。いくつかのサンプルでは、2AUより長い値が得られたが、別のサ
ンプルでは、2AUより短い値が得られた。トーラス型の磁気雲を考えた場合、磁場構造が閉じているため、これらの短
い値もあり得ると考えられる。一方、シリンダー型の磁気雲を考えた場合、ポロイダル磁場は、磁気雲中の一部に局在
していることになる。本発表では、このようなシリンダー型の磁気雲構造について議論するとともに、他の領域から磁
気雲への磁場のねじれ（ポロイダル磁場）供給の可能性について議論する。


